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第
��
回
和
道
会
全
国
空
手
道
競
技
大
会

（
主
催
＝
全
日
本
空
手
道
連
盟
・
和
道
会
、

後
援
＝
日
本
武
道
館
・
全
日
本
空
手
道
連

盟
）
は
、
８
月
��
日
に
浦
安
市
運
動
公
園

総
合
体
育
館
で
、
��
日
に
日
本
武
道
館
で

２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
に
は
小
学
１
年
生
か
ら
シ
ニ
ア
ま

で
幅
広
い
年
齢
層
の
選
手
が
出
場
し
、
組

手
競
技
と
形
競
技
の
全
��
部
門
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

■
組
手
団
体
戦

▽
少
年
男
子
の
部
（
５
人
制
）

　

11
チ
ー
ム
が
参
加
。
決
勝
戦
は
昨
年
優

勝
の
白
水
修
養
会
と
一
昨
年
優
勝
の
東
洋

大
学
牛
久
高
校
が
対
戦
。
両
チ
ー
ム
と
も

危
な
げ
な
い
試
合
運
び
で
決
勝
ま
で
勝
ち

上
が
っ
た
。

　

先
鋒
戦
は
白
水
修
養
会
・
吉
野
と
東
洋

大
牛
久
・
朝
野
が
対
戦
。
吉
野
が
上
段
突

き
を
三
連
続
で
決
め
、
３
ポ
イ
ン
ト
を
連

取
。
朝
野
は
巻
き
返
し
を
図
る
も
一
歩
及

ば
ず
時
間
切
れ
で
、
吉
野
が
先
勝
す
る
。

　

次
鋒
戦
、
白
水
修
養
会
・
山
田
と
東
洋

大
牛
久
・
近
藤
の
試
合
は
、
山
田
が
上
段

突
き
で
先
制
す
る
も
近
藤
が
中
段
突
き
で

追
い
つ
く
。
最
後
は
山
田
が
上
段
突
き
を

連
続
で
決
め
、
３
︱
１
で
勝
利
し
、
優
勝

ୈ ��ճ࿨ಓձશۭࠃखಓٕڝେձ

組手団体戦・少年男子の部・決勝次鋒戦＝
白水修養会・山田航生（右）が上段突きで攻める

組手団体戦
少年男子白水修養会が２連覇達成
伊藤瑠威が悲願の初優勝形個人戦

一般男子有段

（錬成館）
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に
王
手
を
か
け
る
。

　

中
堅
戦
の
白
水
修
養
会
・
荒
川
と
東
洋

大
牛
久
・
川
崎
の
試
合
は
、
ま
ず
荒
川
が

上
段
突
き
で
ポ
イ
ン
ト
を
奪
う
。
試
合
後

半
で
川
崎
が
上
段
突
き
で
追
い
つ
く
。
し

か
し
、
先
取
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
活い

か

し
た
荒
川
が
１
︱
１
の
接
戦
を
制
し
、
白

水
修
養
会
が
３
連
勝
で
優
勝
を
決
め
た
。

◎
優
勝
＝
白
水
修
養
会
・
岩
崎
拓
也
監
督

「
選
手
た
ち
は
普
段
の
稽
古
か
ら
気
負
う

こ
と
な
く
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
練
習
し
て
い

ま
し
た
。
５
人
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
良
く
と
っ
て
い
た
こ
と
で
、
自
分
た

ち
で
大
会
前
に
し
っ
か
り
と
準
備
が
で

き
、
自
信
を
持
っ
て
大
会
に
臨
め
た
と
思

い
ま
す
。
試
合
で
は
稽
古
の
成
果
を
発
揮

し
て
く
れ
て
、
一
人
一
人
の
良
い
と
こ
ろ

が
出
た
と
思
い
ま
す
」

◎
優
勝
＝
白
水
修
養
会
・
荒
川
雅
俊
選
手

「
先
輩
た
ち
が
去
年
優
勝
し
た
こ
と
で
、

自
分
た
ち
も
負
け
ら
れ
な
い
と
い
う
思
い

が
強
か
っ
た
で
す
。
こ
の
大
会
を
目
標
に

全
員
が
優
勝
を
意
識
し
て
普
段
か
ら
稽
古

を
し
て
き
ま
し
た
。
仲
間
が
い
た
こ
と
で

緊
張
せ
ず
、
試
合
に
臨
む
こ
と
が
出
来
ま

し
た
」

組手団体戦・一般男子の部・決勝中堅戦＝
東洋大牛久櫻和会・山口湧太郎（左）の

上段突きが決まり先取する

▽
一
般
男
子
の
部
（
５
人
制
）

　

８
チ
ー
ム
が
出
場
。
決
勝
戦
は
昨
年
優

勝
の
東
洋
大
牛
久
櫻
和
会
と
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
大

心
館
が
対
戦
。
互
い
に
１
勝
１
敗
で
迎
え

た
中
堅
戦
は
東
洋
大
牛
久
櫻
和
会
・
山
口

が
７
本
の
上
段
突
き
で
ポ
イ
ン
ト
を
奪

い
、
７
︱
５
で
勝
利
。
続
く
副
将
戦
は
互

い
に
譲
ら
ず
５
︱
５
で
試
合
時
間
終
了
と

な
り
、
先
取
を
活
か
し
た
東
洋
大
牛
久
・

藤
原
が
勝
利
。チ
ー
ム
の
優
勝
を
決
め
た
。

▽
一
般
女
子
の
部
（
３
人
制
）

　

22
チ
ー
ム
が
出
場
。
決
勝
戦
は
立
教
大

学
と
敬
和
会
。
互
い
に
前
年
優
勝
チ
ー
ム

の
白
水
修
養
会
と
準
優
勝
の
東
洋
大
牛
久

高
校
を
破
っ
て
決
勝
進
出
。
先
鋒
は
互
い

に
攻
め
手
を
欠
き
膠こ
う

着ち
ゃ
く状
態
に
。
試
合

後
半
に
立
教
大
学
・
木
村
が
上
段
突
き
を

４
本
連
続
で
決
め
て
勝
利
。
中
堅
の
立
教

大
学
・
鈴
木
も
上
段
突
き
で
ポ
イ
ン
ト
を

奪
い
勝
利
。
立
教
大
学
が
優
勝
し
た
。

▽
都
道
府
県
の
部

　

９
チ
ー
ム
が
参
加
。
決
勝
は
静
岡
県
と

宮
城
県
が
対
戦
。
静
岡
県
は
、
昨
年
覇
者

の
愛
知
県
に
競
り
勝
っ
た
勢
い
そ
の
ま
ま

に
宮
城
県
を
３
︱
１
で
破
っ
て
、
優
勝
を

果
た
し
た
。

組手団体戦・一般女子の部・決勝中堅戦＝
立教大学・鈴木莱未（左）が勝利し、優勝を決めた
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▽
小
学
６
年
生
女
子
の
部

　

�1
名
が
出
場
。
決
勝
に
は
蒼
鷹
会
・
田

中
詩
と
育
英
館
武
道
場
・
内
海
麻
利
菜
が

勝
ち
進
ん
だ
。
試
合
開
始
直
後
か
ら
田
中

は
積
極
的
に
前
に
出
る
が
反
則
を
取
ら
れ

る
。
そ
の
後
は
得
意
の
突
き
で
ポ
イ
ン
ト

を
奪
い
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
６
︱
０
の
完

勝
。
田
中
が
念
願
の
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

◎
優
勝
＝
田
中　

詩
選
手
（
蒼
鷹
会
）

「
小
学
１
年
か
ら
出
場
し
て
初
め
て
優
勝

で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。
今
日
は
絶
対
優

勝
す
る
ぞ
と
い
う
気
持
ち
で
頑
張
り
ま
し

た
。
普
段
か
ら
間
合
い
の
取
り
方
を
意
識

し
て
練
習
し
て
き
た
成
果
が
出
せ
ま
し

た
。
応
援
し
て
く
れ
た
先
生
や
友
達
に
感

謝
し
て
い
ま
す
」

◎
眞
島
和
也
監
督
（
蒼
鷹
会
）

「
田
中
は
練
習
で
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
の
お

手
本
の
よ
う
な
選
手
で
す
。
中
学
校
に
進

学
し
て
も
自
分
の
組
手
に
自
信
を
持
っ
て

練
習
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
日
は
反
則
を
取
ら
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
で
す
が
、
前
に
出
て
い
る
証
拠

な
の
で
長
所
と
し
て
伸
ば
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
」

■
組
手
個
人
戦

組手個人戦・小学６年女子の部決勝＝
蒼鷹会の田中詩（左）が終始積極的に

攻めて初優勝を飾る

組手個人戦・大学生男子有段の部決勝＝
名空会本部・櫻井隼人（左）が中段突きを決める

▽
大
学
生
男
子
有
段
の
部

　

��
名
が
出
場
。
決
勝
に
進
ん
だ
の
は
櫻

井
隼
人
（
名
空
会
本
部
）
と
田
村
仁
（
明

治
大
学
）。
試
合
序
盤
か
ら
櫻
井
が
積
極

的
に
攻
め
て
上
段
突
き
、
中
段
突
き
で
ポ

イ
ン
ト
を
連
取
す
る
。
櫻
井
は
、
そ
の
後

も
ポ
イ
ン
ト
を
重
ね
、
５
︱
１
で
勝
利
。

櫻
井
が
２
連
覇
を
果
た
し
た
。

▽
一
般
女
子
有
段
の
部

　

��
名
が
出
場
。
決
勝
戦
は
こ
の
大
会
２

連
覇
の
経
験
が
あ
る
内
田
千
奈
美
（
誠
和

会
）
と
昨
年
優
勝
の
鈴
木
莱
未
（
立
教
大

学
）
が
対
戦
。
両
者
一
進
一
退
の
攻
防
が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
鈴
木
が
上
段
突
き
で

先
制
す
る
も
、
負
け
じ
と
内
田
も
上
段
突

き
で
追
い
つ
く
。
終
了
の
ブ
ザ
ー
と
同
時

に
放
っ
た
内
田
の
上
段
突
き
が
決
ま
り
、

逆
転
勝
利
。
内
田
が
２
年
振
り
に
女
王
に

返
り
咲
い
た
。

組手個人戦・一般女子有段の部決勝＝
誠和会・内田千奈美（右）が上段突きを決めて優勝

心技体 人を育てる総合誌
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▽
一
般
男
子
有
段
の
部

　

��
名
が
出
場
。
３
連
覇
中
の
伊
藤
祥
太

（
秀
道
館
）
と
初
優
勝
を
狙
う
伊
藤
瑠
威

（
錬
成
館
）
が
決
勝
に
進
出
。
伊
藤
（
祥
）

が
チ
ン
ト
ウ
、
伊
藤
（
瑠
）
が
ワ
ン
シ
ュ

ウ
を
演
武
。
両
者
気
迫
溢
れ
る
演
武
を
披

露
。
判
定
の
結
果
、
３
︱
２
の
接
戦
を
制

し
、
伊
藤
（
瑠
）
が
伊
藤
（
祥
）
の
４
連

覇
を
阻
止
し
て
初
優
勝
し
た
。

◎
優
勝
＝
伊
藤
瑠
威
選
手
（
錬
成
館
）

「
緊
張
し
ま
し
た
が
、
一
つ
一
つ
の
技
に

意
味
を
込
め
て
楽
し
ん
で
演
武
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
練
習
の
成
果
を
し
っ
か

り
出
せ
た
こ
と
が
今
回
の
結
果
に
つ
な
が

■
形
個
人
戦

っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
和
道
会
の
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
と
し
て
、
初
心
を
忘
れ
ず

に
、
周
り
か
ら
憧
れ
ら
れ
る
選
手
に
な
っ

て
い
き
た
い
で
す
」

▽
シ
ニ
ア
女
子
��
歳
以
上
の
部

　

��
名
が
出
場
。
雑
賀
弘
美
（
昇
政
塾
）

と
波
留
智
子
（
三
松
会
）
の
両
者
と
も
ク

ー
シ
ャ
ン
ク
ー
で
臨
ん
だ
決
勝
戦
。
判
定

は
５
︱
０
で
雑
賀
に
軍
配
。
雑
賀
が
３
連

覇
を
達
成
し
た
。

◎
優
勝
＝
雑
賀
弘
美
選
手
（
昇
政
塾
）

「
今
回
で
通
算
６
回
目
の
優
勝
に
な
り
ま

す
。
昇
政
塾
は
親
子
で
稽
古
に
励
む
人
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
私
の
子
ど
も
が
３
人

と
も
空
手
道
を
や
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
家
族
で
も
空
手
の
話
題
に
な
る
こ
と

が
多
い
で
す
。
鋭
い
指
摘
を
し
て
く
れ
る

の
で
、
良
き
コ
ー
チ
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
貰
っ
て
い
ま
す
」

▽
一
般
女
子
有
段
の
部

　

28
名
が
出
場
。
決
勝
戦
は
児
玉
百
奈
美

（
俊
和
義
塾
）
と
小
林
咲
穂
（
秀
道
館
）

の
対
戦
。
児
玉
は
チ
ン
ト
ウ
、
小
林
は
ワ

ン
シ
ュ
ウ
で
決
勝
戦
に
臨
み
、
旗
判
定
の

結
果
、
３
︱
２
で
児
玉
が
勝
利
。
児
玉
が

２
連
覇
達
成
。

形個人戦・一般男子有段の部
優勝＝伊藤瑠威（錬成館）

形個人戦・シニア女子 40 歳以上の部
優勝＝雑賀弘美（昇政塾）

形個人戦・一般女子有段の部
優勝＝児玉百奈美（俊和義塾）
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《
組
手
団
体
戦
》

▽
都
道
府
県
対
抗
＝
宮
城
県
▽
一
般
男
子
＝
東
洋
大
牛
久
櫻
和
会
▽
大
学
生
男
子
＝
明

治
大
学
▽
一
般
女
子
＝
立
教
大
学
▽
少
年
男
子
＝
白
水
修
養
会

《
組
手
個
人
戦
》

▽
シ
ニ
ア
男
子
��
歳
以
上
＝
藤
本
秀
樹
（
神
岡
道
場
）
▽
シ
ニ
ア
男
子
��
歳
以
上
＝

中
村
善
行
（
茂
原
）
▽
シ
ニ
ア
女
子
��
歳
以
上
＝
斉
藤
師
保
（
一
道
塾
）
▽
一
般
男

子
有
段
＝
岡
本
小
鉄
（
三
井
造
船
玉
野
）
▽
大
学
生
男
子
有
段
＝
櫻
井
隼
人
（
名
空

会
本
部
）
▽
一
般
男
子
有
級
＝
東
別
府
健
（
東
京
大
学
）
▽
一
般
女
子
有
段
＝
内
田

千
奈
美
（
誠
和
会
）
▽
一
般
女
子
有
級
＝
堀
口
珠
佑
（
早
稲
田
大
学
誠
心
会
）
▽
少

年
男
子
＝
荒
川
雅
俊
（
白
水
修
養
会
）
▽
少
年
女
子
＝
嶋
田
さ
ら
ら
（
敬
和
会
）
▽

中
学
男
子
＝
川
熊
海
斗
（
菊
田
道
場
）
▽
中
学
女
子
＝
千
葉
満
利
愛
（
城
志
館
）
▽

小
学
６
年
男
子
＝
渡
邉
陽
輝
（
美
濃
）
▽
小
学
６
年
女
子
＝
田
中
詩
（
蒼
鷹
会
）
▽

小
学
５
年
男
子
＝
林
幹
大
（
美
濃
）
▽
小
学
５
年
女
子
＝
奥
村
友
紀
（
旭
）
▽
小
学

４
年
男
子
＝
小
森
八
一
（
美
濃
）
▽
小
学
４
年
女
子
＝
小
澤
明
莉
（
美
濃
）
▽
小
学

３
年
男
女
＝
澤
田
未
来
（
愛
空
塾
本
部
）
▽
小
学
２
年
男
女
＝
大
野
心
華
（
水
風
会

愛
西
）
▽
小
学
１
年
男
女
＝
冨
塚
大
輝
（
茂
原
）

《
形
個
人
戦
》

▽
シ
ニ
ア
男
子
��
歳
以
上
＝
沖
本
貫
志
（
岩
国
）
▽
シ
ニ
ア
女
子
��
歳
以
上
＝
雑
賀

弘
美
（
昇
政
塾
）
▽
一
般
男
子
有
段
＝
伊
藤
瑠
威
（
錬
成
館
）
▽
一
般
男
子
有
級
＝

日
比
忍
（
羽
島
）
▽
一
般
女
子
有
段
＝
児
玉
百
奈
美
（
俊
和
義
塾
）
▽
一
般
女
子
有

級
＝
押
田
真
由
子
（
茂
原
）
▽
少
年
男
子
＝
藤
井
健
瑠
（
杉
浦
錬
成
塾
本
部
）
▽
少

年
女
子
＝
吉
場
仁
奈
（
霞
ヶ
関
空
手
倶
楽
部
）
▽
中
学
男
子
＝
坂
本
嘉
之
（
無
心
会
）

▽
中
学
女
子
＝
須
賀
田
華
弥
（
茂
原
）
▽
小
学
６
年
男
女
＝
菊
池
晴
香
（
茂
原
）
▽

小
学
５
年
男
女
＝
阪
井
賢
人
（
秀
道
館
）
▽
小
学
４
年
男
女
＝
室
伏
優
衣
（
岐
東
）

▽
小
学
３
年
男
女
＝
角
江
陸
空
（
Ｊ
Ｆ
Ｅ
福
山
）
▽
小
学
２
年
男
女
＝
角
江
歩
空
（
Ｊ

Ｆ
Ｅ
福
山
）
▽
小
学
１
年
男
女
＝
川
治
郁
也
（
秀
道
館
）

【
大
会
結
果
】
※
優
勝
の
み

組手個人戦・シニア男子 40 歳以上の部
優勝＝中村善行（茂原・左）

組手個人戦・小学 6年男子の部
優勝＝渡邉陽輝（美濃・右）

組手個人戦・小学１年男女の部
優勝＝冨塚大輝（茂原・左）

形個人戦・小学 3年男女の部
優勝＝角江陸空（Ｊ FＥ福山）

組手個人戦・シニア男子 50 歳以上の部
優勝＝藤本秀樹（神岡道場・右）
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形個人戦・小学６年男女の部
優勝＝菊池晴香（茂原）

形個人戦・少年女子の部
優勝＝吉場仁奈

（霞ヶ関空手倶楽部）

組手個人戦・少年女子の部
優勝＝嶋田さらら（敬和会・左）

組手個人戦・一般女子有級の部
優勝＝堀口珠佑

（早稲田大学誠心会・左）

形個人戦・中学生女子の部
優勝＝須賀田華弥（茂原）
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ʪࠂ޿ʫ

金
城

　裕
︵
き
ん
じ
ょ
う

　ひ
ろ
し
︶

著

空
手
評
論
家

︿
目
次
﹀

第
一
章

　﹁
唐
手
﹂
と
は
、
の
問
い
に
答
え
る

第
二
章

　中
国
拳
法
を
巡
っ
て

第
三
章

　琉
球
と
中
国
の
関
係
史

第
四
章

　松
村
宗
昆
、﹁
手
﹂
に
息
吹
き
を
与
え
る

第
五
章

　首
里
手
か
ら
唐
手
へ

第
六
章

　﹁
唐
手
﹂
か
ら
﹁
空
手
﹂
へ

終

　章

　空
手
の
進
む
べ
き
道

題
字

　松
永
光
日
本
武
道
館
会
長

　今
の
空
手
は
、
そ
の
源
流
で
あ
る
唐
手
の
精
神
と
伝
統

の
技
を
忘
れ
て
成
長
し
て
し
ま
っ
た
。
空
手
の
将
来
に
豊

か
な
展
望
を
持
つ
た
め
に
も
、
唐
手
誕
生
の
歴
史
を
正
し

く
認
識
す
る
必
要
が
あ
るʕ

ʕ

。

　空
手
修
業
歴
八
十
年
。
生
涯
を
空
手
に
捧
げ
て
き
た
著

者
が
史
料
を
繙
き
な
が
ら
、
唐
手
が
誕
生
し
、
空
手
と
な
っ

た
過
程
を
辿
る
。
武
道
研
究
者
必
携
の
一
書
。

日本武道館の単行本

︵
四
六
判
・
上
製
・
四
五
四
頁
︶

か
ら

て
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ʪࠂ޿ʫ

脳
を
活
性
化
す
る

日本武道館発行の単行本

翻
訳
・
編
集
：
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト

日
本
武
道
館
編

日
本
の
武
道（�

Ｂ
５
判
・
上
製
・
箱
入
・
５
２
６
頁�

）

一
千
数
百
年
の
歴
史
を
有
す
る
武
道
の
全
容
を
一
冊

に
集
大
成
。
武
道
小
百
科
事
典
と
し
て
も
役
立
つ
充

実
の
巻
末
資
料
な
ど
、
武
道
関
係
者
必
携
の
書
。

日
本
武
道
館
編

#6
%

⒚

：

5)
& .

"
3

5*"
- 8

"
:

4 0
' +"

1"
/

（�

Ｂ
５
判
・
上
製
・
３
３
６
頁
・Ｄ
Ｖ
Ｄ
付�

）

武
道
の
す
べ
て
を
網
羅
し
た
『
日
本
の
武
道
』
の
英

語
版
。
海
外
武
道
修
業
者
に
お
す
す
め
の
書
。

國
際
松
濤
館
空
手
道
連
盟
館
長（�

四
六
判
・
上
製
・
３
７
２
頁�

） 著

金
澤 

弘
和

我
が
空
手
人
生

父
母
の
教
え
、「
か
ら
て
」
と
の
出
合
い
、
厳
し
い
修

行
、
組
織
の
結
成
、
そ
し
て
独
自
の
空
手
理
論
構
築

ま
で
、
世
界
に
空
手
を
普
及
し
た
男
の
記
録
。

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

（�

Ｂ
５
判
・
並
製
・
２
３
６
頁�

） 著

田
代
し
ん
た
ろ
う

マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

武
道
の
良
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
、
わ
か
り
や
す
く
描

く
。
大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な

る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。
空
手
道
は
５
話
を
掲
載
。

東
邦
大
学
名
誉
教
授

著

有
田 

秀
穂

セ
ロ
ト
ニ
ン

武
道
と

人
間
の
心
身
を
安
定
さ
せ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン―

―

。

そ
の
研
究
の
第
一
人
者
が
、
誰
も
が
で
き
る
脳
を
活

性
化
さ
せ
る
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

月
刊
「
武
道
」
記
者

（�

四
六
判
・
上
製
・
３
７
６
頁�

）

（�

Ａ
５
判
・
並
製
・
３
４
６
頁�

）

著

田
谷 

将
俊

大
先
輩
に
聞
く

各
武
道
の
先
達
三
十
名
に
直
接
取
材
。
武
道
と
の
出

合
い
か
ら
修
行
時
代
、
そ
し
て
現
在
を
語
る
。
空
手

道
で
は
江
里
口
栄
一
、
辻
川
禎
親
、
金
城
裕
の
３
氏

を
収
録
。

脳
を
活
性
化
す
る

日
本
武
道
館
編

（
Ｂ
５
判
・
上
製
・
箱
入
・
５
２
６
頁
）

一
千
数
百
年
の
歴
史
を
有
す
る
武
道
の
全
容
を
一
冊

に
集
大
成
。
武
道
小
百
科
事
典
と
し
て
も
役
立
つ
充

実
の
巻
末
資
料
な
ど
、
武
道
関
係
者
必
携
の
書
。

國
際
松
濤
館
空
手
道
連
盟
館
長（

四
六
判
・
上
製
・
３
７
２
頁
） 著

金
澤
弘
和

我
が
空
手
人
生

父
母
の
教
え
、「
か
ら
て
」
と
の
出
合
い
、
厳
し
い
修

行
、
組
織
の
結
成
、
そ
し
て
独
自
の
空
手
理
論
構
築

ま
で
、
世
界
に
空
手
を
普
及
し
た
男
の
記
録
。

マ
ン
ガ
・

東
邦
大
学
名
誉
教
授

著

有
田
秀
穂

セ
ロ
ト
ニ
ン

武
道
と

人
間
の
心
身
を
安
定
さ
せ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン―

―

。

そ
の
研
究
の
第
一
人
者
が
、
誰
も
が
で
き
る
脳
を
活

性
化
さ
せ
る
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

（
Ａ
５
判
・
並
製
・
３
４
６
頁
）

大
先
輩
に
聞
く
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ニュース

　

９
月
４
日
・
５
日
の
２
日
間
、
東
京
学

芸
大
学
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
日
本

武
道
学
会
第
��
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

初
日
に
は
ス
ポ
ー
ツ
庁
に
よ
る
基
調
講

演
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
増
進
の
取

組
に
つ
い
て
」
が
行
わ
れ
、
続
く
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
「
生
涯
武
道
の
現
状
と
こ
れ

か
ら
」
と
題
し
て
、
各
専
門
分
科
会
か
ら

各
種
武
道
に
お
け
る
現
在
の
実
情
に
つ
い

て
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
２
日
目
の
午
後

に
は
柔
道
、
剣
道
、
空
手
道
、
障
害
者
武

道
、弓
道
の
各
専
門
分
科
会
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
２
日
間
に
わ
た
り
、
人
文
・
社

会
科
学
、
自
然
科
学
、
武
道
指
導
法
、
ポ

ス
タ
ー
の
４
部
に
分
け
て
計
��
題
の
一
般

研
究
発
表
が
あ
っ
た
。

◆�

基
調
講
演
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
健
康
増
進
の
取
組
に
つ
い
て
」

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
の
安
達
栄
健
康
ス
ポ
ー
ツ

課
長
に
よ
り
、
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。

「
そ
も
そ
も
ス
ポ
ー
ツ
の
語
源
は
ラ
テ
ン

語
で
〝
楽
し
み
〟
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
と

い
え
ば
競
技
ス
ポ
ー
ツ
が
注
目
さ
れ
る

が
、
多
く
の
人
々
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ

と
も
重
要
な
こ
と
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
庁
は

〝
ス
ポ
ー
ツ
が
変
え
る
。
未
来
を
創
る
〟

の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
、
他
省
庁
と
も
連

携
し
て
多
様
な
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

ま
た
、
２
０
１
７
年
よ
り
５
年
間
、
第
２

期
の
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
を
展
開
し
て
い

る
。
こ
の
時
期
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
は
じ

め
と
し
た
主
要
な
国
際
大
会
が
日
本
で
目

白
押
し
で
あ
る
」
と
現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
庁

の
方
針
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

安
達
氏
は
続
け
て
「
現
在
、
週
に
1
回

以
上
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
人
は
全
体
で
�1
％

で
あ
る
が
、
こ
れ
を
２
０
２
０
年
ま
で
に

��
％
に
増
や
し
た
い
。
新
た
に
約
１
０
０

０
万
人
に
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
て
も
ら
う
こ

と
が
目
標
で
あ
る
。
現
在
、
国
の
予
算
の

３
割
が
社
会
保
障
費
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ

は
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
、
社

会
保
障
費
を
抑
え
る
意
味
で
も
ス
ポ
ー
ツ

の
効
果
は
か
な
り
大
き
い
。
ま
た
ス
ト
レ

ス
の
抑
制
に
も
繋
が
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
行

っ
て
い
る
人
ほ
ど
充
実
度
が
高
い
と
い
う

報
告
が
あ
る
」
と
健
康
面
に
お
け
る
ス
ポ

ー
ツ
の
効
果
と
、
そ
れ
に
付
随
し
て
ス
ポ

ー
ツ
の
促
進
が
国
家
的
な
重
要
事
項
に
な

柔　道
曽我部晋哉氏

空手道
岡﨑紀創氏

剣　道
数馬広二氏

弓　道
松尾牧則氏

なぎなた
関根惠兒氏

障害者武道
松井完太郎氏

司会の三村由紀氏（左）と
大石純子氏

生涯武道をテーマに各道の現状を探る
日本武道学会第 51回大会

安達栄スポーツ庁
健康スポーツ課長

シンポジウム「生涯武道の現状とこれから」

シンポジウム＝関根惠兒氏によるなぎなたの報告
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っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

　

最
後
に
「
ス
ポ
ー
ツ
審
議
会
で
は
健
康

ス
ポ
ー
ツ
部
会
を
立
ち
上
げ
た
。
今
後
、

企
業
、
競
技
者
、
高
齢
者
、
女
性
、
子
ど

も
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
た
取
組
を
行

っ
て
い
き
た
い
」
と
結
ん
だ
。

◆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
生
涯
武
道
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
」

「
生
涯
武
道
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
」
と
題

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
三
村
由
紀
（
防

衛
大
学
校
）、
大
石
純
子
（
筑
波
大
学
）

両
氏
の
司
会
の
も
と
、
進
め
ら
れ
た
。

　

始
め
に
大
石
氏
よ
り
「
生
涯
武
道
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
本
企
画
は
複
数
年
の
ス
パ

ン
で
考
え
て
お
り
、
今
回
は
そ
の
第
一
段

階
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
武
道
の
実
態
を
知

り
、
武
道
全
体
を
俯ふ

瞰か
ん

す
る
準
備
を
整
え

た
い
と
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

続
い
て
各
専
門
分
科
会
よ
り
、
各
道
の

報
告
が
な
さ
れ
た
（
①
競
技
と
競
技
以
外

の
部
分
の
現
状
、
②
各
年
齢
層
に
お
け
る

実
践
の
さ
れ
方
の
現
状
、
③
今
後
の
課

題
）。

◇

▽
柔
道
＝
曽
我
部
晋
哉
（
甲
南
大
学
）

①
柔
道
は
、
１
８
８
２
年
、
嘉
納
治
五
郎

師
範
に
よ
っ
て
創
設
。
１
９
６
４
年
の
東

京
五
輪
で
初
め
て
五
輪
種
目
と
し
て
実
施

さ
れ
た
。
２
０
０
７
年
か
ら
は
形
競
技
大

会
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

②
学
校
教
育
に
お
け
る
柔
道
人
口
が
減
っ

て
い
る
。

③
生
涯
柔
道
の
意
義
は
大
き
い
も
の
。
今

後
、
新
た
な
柔
道
の
価
値
を
創
出
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

▽
空
手
道
＝
岡
﨑
紀
創
（
全
日
本
空
手
道

連
盟
）

①
組
手
・
形
の
両
種
目
が
各
世
代
に
普
及

し
て
い
る
。
両
方
の
種
目
が
空
手
道
に
と

っ
て
重
要
で
あ
る
。

②
近
年
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
加
盟
全
団

体
の
少
年
団
員
は
年
々
減
少
し
て
い
る

が
、
全
空
連
会
員
は
小
学
生
〜
高
校
生
に

お
い
て
増
加
傾
向
に
あ
る
。

③
種
目
と
し
て
の
３
要
素
「
す
る
」「
見

る
」「
支
え
る
」
の
中
で
、空
手
道
は
「
す

る
」が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。今
後
、「
見
る
」

「
支
え
る
」に
重
点
を
置
く
必
要
が
あ
る
。

▽
剣
道
＝
数
馬
広
二
（
工
学
院
大
学
）

①
剣
道
は
競
技
以
外
の
部
分
も
重
視
し
て

い
る
。
１
８
９
６
年
、
第
1
回
武
徳
祭
演

武
大
会
の
中
で
剣
道
試
合
が
実
施
さ
れ

た
。
１
９
７
５
年
に
「
剣
道
の
理
念
」
を

制
定
。
現
在
、
１
年
間
に
全
剣
連
主
催
に

よ
り
�1
大
会
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

②
剣
道
は
シ
ニ
ア
層
で
定
着
率
が
�0
％
で

あ
り
、
こ
う
い
っ
た
面
で
も
生
涯
武
道
に

繋
が
っ
て
い
る
。

③
指
導
者
が
伝
統
的
な
稽
古
法
の
良
さ
を

理
解
し
つ
つ
も
、
多
様
な
層
を
満
足
さ
せ

る
た
め
に
指
導
法
を
工
夫
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
る
。

▽
弓
道
＝
松
尾
牧
則
（
筑
波
大
学
）

①
②
競
技
人
口
は
約
1�
万
人
。
競
技
層
と

し
て
は
高
校
生
が
多
く
（
20
年
に
わ
た
っ

て
約
６
万
人
を
維
持
し
て
い
る
）、
中
学

校
で
は
地
域
差
が
あ
る
。
シ
ニ
ア
へ
の
普

及
は
う
ま
く
い
っ
て
い
る
。

③
大
学
卒
業
後
に
弓
道
の
実
施
環
境
が
な

く
、
弓
道
か
ら
離
れ
て
い
く
若
者
が
多

い
。
課
題
は
、
若
年
層
の
弓
道
継
続
に
あ

る
。

▽
な
ぎ
な
た
＝
関
根
惠
兒
（
東
京
都
な
ぎ

な
た
連
盟
）

①
競
技
会
で
は
、
演
技
競
技
と
試
合
競
技

の
２
種
類
が
あ
る
。
稽
古
者
は
競
技
会
に

参
加
す
る
者
、
生
涯
武
道
と
し
て
取
り
組

む
者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

②
有
段
者
登
録
数
は
お
よ
そ
８
７
０
０

名
。
多
く
の
小
・
中
学
生
が
少
年
少
女
武

道
錬
成
大
会
に
参
加
し
て
い
る
。
他
に
は

�0
歳
以
上
の
高
齢
者
が
目
立
つ
。

③
若
者
や
子
ど
も
の
稽
古
者
増
加
が
課
題

と
な
る
。

▽
障
害
者
武
道
＝
松
井
完
太
郎
（
国
際
武

道
大
学
）

①
武
道
は
根
本
的
に
障
害
者
に
開
か
れ
た

体
系
を
も
つ
武
術
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

維
持
す
る
仕
掛
と
し
て
「
稽
古
＝
級
位
・

段
位
」、「
競
技
」
が
あ
る
。

②
障
害
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
人
口
規

模
で
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
は
障
害
者
で
は
な

く
武
道
側
で
あ
る
。
２
０
２
１
年
に
は
特

別
支
援
学
校
で
も
武
道
が
必
修
と
な
る
。

③
課
題
は
、
障
害
者
に
と
っ
て
武
道
が
効

果
的
で
あ
る
と
い
う
科
学
的
な
根
拠
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

◇

　

最
後
に
三
村
氏
は
「
武
道
は
、
仕
来

り
、
作
法
な
ど
取
っ
付
き
に
く
い
部
分
が

あ
る
。
し
か
し
様
々
な
考
え
を
許
容
す
る

武
道
で
あ
り
た
い
。
多
様
性
は
可
能
性
で

あ
り
、
武
道
の
可
能
性
に
気
づ
い
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ
た
」
と
ま
と
め
た
。

心技体 人を育てる総合誌
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開
講
式
で
は
、
は
じ
め
に
笹
川
堯
全
日

本
空
手
道
連
盟
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、「
厳

し
い
暑
さ
が
続
く
中
、
本
研
修
会
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
空
手
道
が
正
式
種
目
と
な
っ
た
２
０

２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
ま
で
、

あ
と
２
年
と
な
り
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
目
標
の
１
つ
に
『
安
全
と
健
康
』
と

い
う
こ
と
が
あ
り
、
空
手
道
は
そ
れ
に
合

致
し
て
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式

種
目
に
な
る
こ
と
の
意
義
は
、
多
く
の
人

に
空
手
道
を
見
て
い
た
だ
い
て
、『
楽
し

そ
う
。
や
っ
て
み
た
い
』
と
思
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
文
部
科

学
省
が
提
唱
し
て
い
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に

も
、
空
手
道
は
合
致
し
て
い
ま
す
。『
空

手
道
は
安
全
で
健
康
で
あ
る
』
と
い
う
こ

　

■
１
日
目
（
８
月
��
日
）

　

第
９
回
全
国
空
手
道
指
導
者
研
修
会

（
主
催
＝
日
本
武
道
館
・
全
日
本
空
手
道

連
盟
・
全
国
高
等
学
校
体
育
連
盟
空
手
道

専
門
部
・
全
国
中
学
校
空
手
道
連
盟
、
後

援
＝
ス
ポ
ー
ツ
庁
）
は
８
月
��
日
～
��
日

の
３
日
間
、
東
京
・
辰
巳
の
日
本
空
手
道

会
館
で
、
講
師
・
助
講
師
��
名
、
参
加
者

��
名
が
集
ま
っ
て
行
わ
れ
た
。

　

本
研
修
会
は
、
平
成
��
年
度
か
ら
完
全

実
施
さ
れ
た
中
学
校
武
道
必
修
化
の
充
実

に
向
け
、
日
本
全
国
で
空
手
道
を
指
導
す

る
中
学
校
、
高
等
学
校
の
指
導
者
を
対
象

に
、
我
が
国
固
有
の
伝
統
と
文
化
に
立
脚

し
た
研
修
会
と
し
て
実
施
さ
れ
、
教
科
体

育
「
空
手
道
」
の
理
解
を
深
め
、
空
手
道

の
授
業
指
導
法
お
よ
び
専
門
的
な
知
識
・

技
術
の
充
実
を
図
り
、
も
っ
て
中
学
校
、

高
等
学
校
空
手
道
指
導
者
の
資
質
向
上
に

資
す
る
目
的
で
行
わ
れ
た
。

千葉佳永子講師による基本形一の指導

中
　

学
　

校

高
等
学
校

空
手
道
指
導
者
の
資
質
向
上
を
図
る

第
９
回
全
国
空
手
道
指
導
者
研
修
会
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笹川堯
全日本空手道連盟会長

と
を
、
生
徒
や
保
護
者
、
学
校
関
係
者
に

お
話
し
い
た
だ
い
て
、
１
校
で
も
多
く
の

中
学
校
で
採
用
し
て
い
た
だ
く
と
大
変
あ

り
が
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
述
べ

た
。

　

続
い
て
、
三
藤
芳
生
日
本
武
道
館
常
任

理
事
・
事
務
局
長
が
主
催
者
挨
拶
に
立

ち
、「
今
年
度
の
研
修
会
は
、
中
学
校
・

高
等
学
校
の
保
健
体
育
科
教
員
を
参
加
対

象
の
中
心
に
目
的
を
絞
り
、
空
手
道
授
業

の
推
進
と
充
実
の
た
め
に
実
施
い
た
し
ま

す
。
中
学
校
武
道
必
修
化
も
６
年
が
過

ぎ
、
初
年
度
は
120
校
程
度
だ
っ
た
空
手
道

授
業
採
用
校
が
、
現
在
は
2�0
校
ま
で
増
え

ま
し
た
。
こ
れ
は
笹
川
会
長
を
は
じ
め
、

関
係
す
る
先
生
方
の
ご
尽
力
の
賜
物
で

す
。
２
年
後
に
は
、
２
０
２
０
年
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
東
京
大
会
が
日
本
武
道
館
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
次
期
学
習
指
導
要
領

に
は
空
手
道
を
含
む
武
道
９
種
目
が
中
学

校
武
道
授
業
の
実
施
種
目
と
し
て
並
列
明

記
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
空
手
道
に
は

追
い
風
が
吹
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

空
手
道
は
脚
光
を
浴
び
、
世
界
中
に
広
ま

っ
て
い
き
ま
す
。
参
加
さ
れ
た
先
生
方
に

は
、
指
導
者
と
し
て
の
資
質
と
指
導
力
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
ど
の
よ
う
に
生

徒
を
立
派
に
育
て
る
か
、
楽
し
い
指
導
を

し
て
効
果
を
上
げ
る
か
を
講
師
の
先
生
方

か
ら
学
び
、
有
意
義
に
研
修
が
進
む
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

開
講
式
終
了
後
、
栗
原
茂
夫
講
義
講
師

が
「
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
に
向
け
た
取

組
・
中
学
校
武
道
必
修
化
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
講
義
を
行
っ
た
。
は
じ
め
に
、
２

０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
に
空

手
道
が
採
用
さ
れ
た
経
緯
を
説
明
し
た

後
、
全
日
本
空
手
道
連
盟
の
設
立
目
的
、

沿
革
を
説
明
し
た
。
中
学
校
武
道
必
修
化

に
つ
い
て
は
、
空
手
道
授
業
採
用
校
数
に

つ
い
て
触
れ
、「
皆
様
が
こ
の
研
修
会
で

身
に
付
け
た
こ
と
を
、
生
徒
に
還
元
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま

講師・助講師　一覧
ࢣߨٛߨ
ໜ෉　શ೔ຊۭख道࿈ໍ෭ձ௕　ݪ܀　
ࢣߨ
௕ߍߍീ഼খֶཱࢢࢁख道࿈ໍ෭ձ௕ɾ෋ۭߍதֶࠃ৓　ެೋ　શؠ　
　খࢁ　ਖ਼ୢ　৿ϊٶҩྍେֶಛ೚ڭतɾ޿ใࣨࣄࢀɾେࡕେֶ݉೚ࢣߨ
　೔໺　Ұஉ　࣮ફঁࢠେֶ໊༪ڭतɾ೔ຊϋϥεϝϯτˍϦεΫϚωδ

ϝϯτ૯߹ڀݚॴ୅ද
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道࿈ໍ෭ձ௕
　ҪԼ　Ղ৫　ྷᖒେֶ।ڭत
ॿࢣߨ
　দా　　݈　໊ཱࢢޢখதҰ؏ڭҭߍ԰զ஍ͻΔֶ͗Ԃ԰զ஍தֶڭߍ಄
་ڭߍ౳ֶߴՊ޻ฏ௩ཱݝজ　ਆಸ઒　　౻ࠤ　
　தଜ　武ࢤ　શࠃதֶۭߍख道࿈ໍ෭ཧࣄ௕ɾ܈അݝଠాཱࢢ৓੢தֶڭߍ་
ɾۭख道෦؂ಜࢣߨେֶମҭֶ෦武道ֶՊؗ࢜ࠃ　า　　ࢁُ　
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日本武道館常任理事・事務局長
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す
」
と
述
べ
た
。
続
い
て
、
日
本
武
道
協

議
会
発
行
の
「
中
学
校
武
道
必
修
化
指
導

書
」
付
属
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
武
道
編
を
全
員
で
視

聴
し
た
。

　

そ
の
後
、
初
心
者
班
（
空
手
道
を
専
門

と
し
な
い
本
研
修
会
に
初
め
て
参
加
す
る

者
・
1�
名
）、
中
級
者
班
（
空
手
道
を
専

門
と
し
な
い
が
既
に
空
手
道
授
業
を
行
っ

て
い
る
、
ま
た
は
過
去
の
研
修
会
に
参
加

経
験
の
あ
る
者
・
10
名
）、
上
級
者
班
（
空

手
道
を
専
門
と
す
る
者
、有
段
者
・
1�
名
）

に
分
か
れ
て
、
基
本
動
作
が
行
わ
れ
た
。

　

初
心
者
班
は
千
葉
佳
永
子
講
師
が
担
当

し
、
は
じ
め
に
研
修
会
に
参
加
し
た
目
的

や
空
手
道
経
験
等
、
参
加
者
の
現
状
を
確

認
し
た
。
続
い
て
、
参
加
者
同
士
が
握
手

を
し
て
自
己
紹
介
を
す
る
ア
イ
ス
ブ
レ
イ

ク
を
行
っ
て
か
ら
、
空
手
道
の
基
本
的
な

技
術
の
指
導
に
入
っ
た
。
正
座
（
左
座
右

起
）、
礼
法
（
立
礼
、
座
礼
）、
黙
想
を
行

っ
た
後
、
手
の
握
り
方
、
中
段
突
き
、
上

段
突
き
、
順
突
き
、
逆
突
き
の
練
習
を
行

っ
た
。
そ
し
て
、
翌
日
行
う
中
学
校
武
道

指
導
実
践
法
に
備
え
、
最
後
に
基
本
形
一

を
行
っ
た
。

　

中
級
者
班
は
井
下
佳
織
講
師
が
担
当

し
、
参
加
者
1
名
が
先
生
役
、
４
名
が
生

徒
役
を
担
う
模
擬
授
業
を
行
っ
た
。
先
生

役
に
は
、
正
面
突
き
、
上
段
受
け
等
の
指

導
内
容
を
設
定
し
た
。
模
擬
授
業
後
、
先

生
役
は
、
生
徒
役
か
ら
フ
ィ
ー
ド
フ
ォ
ワ

ー
ド
（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
で
は
な
い
、
未
来
に

向
け
て
の
提
案
事
項
）
を
受
け
た
。

　

■
２
日
目
（
８
月
��
日
）

　

午
前
中
は
、「
中
学
校
武
道
指
導
実
践

法
①
『
空
手
道
授
業
の
現
状
』」
を
岩
城

公
二
講
師
が
担
当
し
た
。
は
じ
め
に
講
義

を
行
い
、
日
本
武
道
館
が
実
施
し
て
い

る
「
中
学
校
武
道
必
修
化
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
を
元
に
、
空
手
道
授
業
の

実
施
状
況
を
説
明
し
た
。
ま
た
、
次
期
学

習
指
導
要
領
の
文
言
を
解
説
し
た
後
、
授

業
協
力
者
に
つ
い
て
「
学
校
は
地
域
の
専

門
的
指
導
を
欲
し
て
い
る
。
外
部
の
指
導

者
は
、
自
ら
売
り
込
む
こ
と
が
空
手
道
授

業
採
用
に
繋
が
る
」
と
述
べ
た
。
続
い
て

大
道
場
に
移
動
し
、
実
技
に
移
っ
た
。
突

き
の
指
導
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
を
利
用
し
た
指
導
法
を
実
践

し
た
。
参
加
者
は
２
名
１
組
の
ペ
ア
を
作

り
、
個
人
が
所
有
し
て
い
る
ス
マ
ホ
を
活

用
し
、
突
き
の
様
子
を
、
正
面
と
真
横
か

ら
撮
影
し
た
。
撮
影
後
は
、
動
画
を
見
な

が
ら
正
中
線
を
突
い
て
い
る
か
等
の
動
作

を
振
り
返
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
っ
た
。

千葉佳永子講師による上段受けの指導初心者班では、先生役は生徒役からフィードフォワードを受けた

岩城公二講師による講義「空手道授業の現状」スマートフォンを活用した突きの練習
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午
後
は
、
日
野
一
男
講
師
に
よ
る
「
空

手
道
の
指
導
を
安
全
に
行
う
た
め
に
」
の

講
義
に
移
っ
た
。
法
律
の
専
門
家
で
あ
る

日
野
講
師
は
「
空
手
道
の
技
術
そ
の
も
の

が
原
因
で
、
裁
判
に
な
っ
た
事
例
は
１
件

も
な
い
」
と
強
調
し
た
。
さ
ら
に
不
審
者

へ
の
対
策
と
し
て
「
空
手
道
は
護
身
術
に

な
る
。
不
審
者
と
出
く
わ
し
た
際
、
ま
ず

逃
げ
る
こ
と
を
考
え
る
べ
き
。
空
手
道
は

相
手
と
組
み
合
わ
ず
、
突
き
や
蹴
り
に
よ

り
相
手
と
距
離
を
置
い
て
、
逃
げ
る
時
間

を
与
え
て
く
れ
る
」
と
説
明
し
た
。

　

日
野
講
師
の
講
義
後
は
、
岩
城
講
師
に

よ
る
「
中
学
校
武
道
指
導
実
践
法
②
『
団

体
形
演
武
』」
が
行
わ
れ
た
。
は
じ
め
に

講
習
の
最
後
に
試
合
形
式
で
行
う
団
体
形

リ
ー
グ
戦
に
向
け
、
初
心
者
班
・
中
級
者

班
・
上
級
者
班
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
名
ず
つ

を
選
出
し
た
３
名
の
チ
ー
ム
を
作
っ
た
。

　

続
い
て
、
上
級
班
を
見
本
と
し
、
基
本

形
一
・
二
・
三
の
全
体
練
習
を
行
っ
た
。

団
体
形
リ
ー
グ
戦
で
行
う
形
は
各
チ
ー
ム

で
話
し
合
っ
て
決
め
る
こ
と
と
し
、
入
退

場
方
法
等
の
説
明
の
後
、
各
チ
ー
ム
の
自

由
練
習
時
間
を
�0
分
間
設
け
た
。
団
体
形

リ
ー
グ
戦
は
、
４
〜
５
チ
ー
ム
が
参
加
す

る
リ
ー
グ
を
３
つ
作
っ
て
実
施
さ
れ
、
試

合
を
し
な
い
チ
ー
ム
は
審
判
員
を
務
め

た
。
団
体
形
リ
ー
グ
戦
終
了
後
、
優
秀
な

成
績
を
修
め
た
チ
ー
ム
に
は
、
全
日
本
空

手
道
連
盟
と
日
本
武
道
館
よ
り
記
念
品
が

贈
ら
れ
た
。

　

■
３
日
目
（
８
月
��
日
）

　

は
じ
め
に
、「
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

ス
ト
レ
ッ
チ
」
を
井
下
講
師
が
担
当
し
、

ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
ス
ト
レ
ッ
チ
は
単
独
ま

た
は
ペ
ア
で
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
ト
レ

ッ
チ
は
音
楽
に
合
わ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
行

い
、
参
加
者
は
身
体
を
ほ
ぐ
し
た
。
次

に
「
約
束
組
手
」
を
小
山
正
辰
講
師
が
担

当
し
た
。
空
手
道
の
歴
史
の
説
明
を
し

た
後
、
約
束
組
手
の
立
ち
方
、
基
本
（
受

け
、
突
き
、
蹴
り
）、
目
付
け
、
間
合
等

を
説
明
し
た
。
参
加
者
は
２
人
１
組
で
実

践
し
、
最
後
に
自
由
練
習
を
行
っ
た
。

　

閉
講
式
で
は
、
松
尾
貴
之
日
本
武
道
館

振
興
部
振
興
課
長
が
参
加
者
代
表
の
髙

橋
宏
道
氏
（
千
葉
県
鋸
南
町
立
鋸
南
中
学

校
教
諭
）
に
修
了
証
を
授
与
し
、
続
い

て
、
小
山
講
師
が
講
師
講
評
を
行
っ
た
。

最
後
に
、
有
竹
隆
佐
全
日
本
空
手
道
連
盟

専
務
理
事
が
「
空
手
道
の
教
育
的
普
及
に

つ
い
て
は
、
今
回
参
加
さ
れ
た
皆
様
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
中
学
校
空
手
道

授
業
採
用
校
は
2�1
校
で
す
が
、
２
０
１
９

年
に
は
�00
校
、
２
０
２
０
年
に
は
�00
校
を

目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
研
修
会

の
全
日
程
を
終
了
し
た
。

（
文
責
・
日
本
武
道
館
振
興
課
）

講師・助講師・参加者

小山正辰講師による約束組手の指導

参加者代表の髙橋宏道氏に修了証が授与された
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